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1． はじめに 

 北海道南西日本海沿岸ではキタムラサキウニ

(Strongylocentrotus nudus)による海藻の摂餌が主な要因で，

大型海藻が大規模に消失する「磯焼け」が深刻な問題であ

る．従来の磯焼け対策としては，嵩上げ礁等で流動促進を

行うことでウニの摂餌を抑制する方法やウニフェンス・ウ

ニ除去による植食動物の侵入を防止する方法が実施され

ているが，前者はコスト高，後者はウニフェンス等の維持

管理等が問題となる． 

一方，高価な昆布については，海中ロープによる増殖が

各地の大水深域で実施されている．しかし，磯焼け対策を

目的としたホソメコンブ(Saccharina religiosa)の浅海域の

海中ロープ増殖は，ほとんど実施されていない．海中ロー

プによるコンブ増殖は，浅海域でも海底にいるウニの摂餌

の影響がほとんどなく，コストも安く行うことができる．

さらに，コンブの繁茂期である 4～5 月頃にロープに着生

したコンブを用いて，ウニの増殖も可能となり漁業の活性

化も期待できるため，磯焼け対策として非常に有効と考え

られる．  

そこで本研究では，2014 年のロープに着生した海藻の

繁茂状況を報告する．次に，実際繁茂したコンブの現存量

と予測計算した現存量を比較し考察する．最後に，寿都漁

港での改良したロープ増殖試験のロープの施工条件につ

いて説明する． 

 

2． 海藻繁茂状況 

 2014 年は低水温，高波浪の年であり，海藻繁茂には好

条件の年であった．写真－1は北海道南西日本海沿岸にあ

る赤石漁港の港内の 2012～2014年 6月中旬の写真である．

2012 年の平均的な環境の年であり，2013 年は例年より水

温，波高が高い年であり，2012年＜2013年＜2014年の順

で海藻繁茂に好条件であった．写真－1 からも 2012 年に

はブイに全くコンブが着生していないのに対し，2014 年

はブイが見えなくなるほどのコンブが着生していた．また，

ロープには 2012，2013年にはアオサ(Ulva pertusa Kjellm)

が着生していたが，2014 年にはワカメ(Undaria pinnati-

fida)が着生していた．これらの写真からも 2014年が海藻

繁茂に好条件の年であったことが確認できる． 

 また，2014 年は海藻繁茂に好条件であったため，コン

ブの胞子が着生する時期に，コンブ以外の海藻が大量繁茂

して占有することで，コンブが着生できない傾向がみられ

た．写真－2は寿都漁港に設置したロープの 3月と 4月の

写真であり，写真－3はそのロープを固定しているブイの

写真である．写真－2によると 3月のロープには褐色の海

藻が大量に着生していて，ロープにはコンブがあまり着生

していないのが確認できる．しかし，写真－3のように他

の海藻が着生していなかったブイにはコンブが着生して

いた． 

 写真－4は幌武意漁港のロープの様子である．2013年に

大量のコンブが着生していたロープは 2014 年も大量に着

生していた． 

 

 
写真－1 赤石漁港の 6月中旬の海藻着生の様子 

(左：2012年，中：2013年，右：2014年) 

 

 
写真－2 寿都漁港に設置したロープの様子 

(左：2014年 3月，右：2014年 4月) 

 

 
写真－3 寿都漁港に設置したブイの様子 

(左：2014年 3月，右：2014年 4月) 

 

 
写真－4 幌武意漁港の港内のロープ着生したコンブ 

(左：2013年，右：2014年) 

 

3． 現存量比較 

 (1)コンブの現存量の推定方法 

 コンブの現存量の予測計算を行う際にコンブの現存量

の算定には桑原ら (1999)1)の手法を改良した山下ら

(2014)2)の方法を用いる．具体的には，波高，水温等は 10

日平均値を用い，式①中のウニの摂餌はロープによる海中

での増殖のためゼロとした．  

 

現存量＝{生産量(光合成による増加重量)Pn}－（先枯れ量

Bl）－（流出量 Pl）－（摂餌量 Sl）・・・・・① 

 

生産量 Pn＝（総光合成量 Pg）×（Pn/Pg 比） 

×（生産率β） ・・・・・・・・・・② 
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・③ 

ここに，Pg：群落の日単位総光合成速度(gwet/m2/day)，

a：b/Pmax  Pmaxは光飽和値での光合成量，b：光合成－光

曲線の立ち上がり勾配(無次元量)，m：葉状体部の光の透

過率，K：群落吸光係数(無次元量)，F：葉層全体の葉面積

指数(m2/m2)，IM：日南中時の光強度(μE/m2/s)，D：日長

(hr)，τ：群落の葉層上面までの光の減衰率である． 

 

 (2)現地でのコンブの現存量 

 現地の現存量については，現地でのコンブの現存量は刈

り取ってしまうと同じコンブのそれ以降の成長を観察で

きなくなるため，コンブの現存量を動画・写真により解析

し，0～5 の 6 段階のランクを設定して表している．写真

－5は最小のランク 0と最大のランク 5の写真である． 

 

 (3)コンブの現存量比較 

 コンブの現存量の予測計算では，2014 年の海藻繁茂状

況から 2 月 1 日から着生し成長し始めると設定した．今

回，寿都漁港のロープ増殖試験での現地の現存量のデータ

不足により，寿都漁港内で嵩上げにより流動促進が行われ，

ウニの摂餌がほとんどない島堤裏の背後小段上(図－1 の

青区域)のデータも用いて，コンブの現存量の比較を行っ

た．現地のデータはコンブの着生が確認された背後小段上

の水深 1m である測線 3 の島堤から 1 個目と 7 個目のブ

ロック(図－1 の青丸)での現存量のデータを用いた． 

 図－2，図－3 は予測計算した現存量と現地の現存量を

比較したグラフである．折れ線は予測した現存量，棒グラ

フは現地の現存量を表している．予測計算結果は，5 月に

成長期に入り急激に現存量が大きくなる結果となった．現

地の現存量は，ブロック 7 個目では 2 月にコンブが確認

できなかったが，その後急激に成長する結果となった．こ

れは，ブロック 7 個目の方が 1 個目より流速が大きいた

め，コンブ以外の海藻の量が多く，その期間コンブの胞子

がつかなかったためであると考えられる． 

 予測計算と比較してみると図－2，図－3 共に 2 月～4

月にかけて現存量が増加していくのが予測できているこ

とが確認できた．また，大量に成長した 7 個目のブロック

の 5 月の現存量を予測計算の結果でも確認できた．よっ 

 

 
写真－5 2014年に着生したコンブの現存量 

(左：ランク 0，右：ランク 5) 

 

 
図－1 寿都漁港の平面図 

 
図－2 背後小段測線 3 ブロック１個目 

 

 
図－3 背後小段測線 3 ブロック 7 個目 

 

 
図－4 ロープ増殖試験で設置するロープの条件 

 

て，予測計算結果は，海藻繁茂に好条件であった 2014 年

と合致していると考えられる． 

 

4． 寿都漁港でのロープ増殖試験 

2014 年冬から寿都漁港で行うロープ増殖試験では，

2013 年に設置したロープの状況や 2014 年の海藻繁茂状

況から，以下のように改良した．設置場所を図－1(赤区域)，

設定したロープの条件を図－4 に示す．ロープの違いによ

るコンブの着生の変化を確認するためにロープの太さ，ロ

ープの古さ，鉄のワイヤー入りのロープを設定し，2014 年

のロープ増殖試験の海藻繁茂状況から新たにブイを取り

付けたロープを設定した． 

 

5． おわりに 

 現地の調査から 2014 年の海藻繁茂状況を把握し，磯焼

け地域でのホソメコンブの着生状況を明らかにした． 

 コンブの現存量の予測計算結果は，海藻繁茂に好条件で

あった 2014年のコンブの繁茂状況をほぼ予測できている

ことが確認された． 

 2014 年の海藻繁茂状況から，2015 年で行う寿都漁港で

のロープ増殖試験で設置するロープの条件を新たに提案

した． 
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